
凡 例

：河道掘削等

：堤防嵩上げ

：遊水地

※組み合わせ案の理解を助けるためのイメージ図として示しており、対策箇所や範囲は実際に積み上げている箇所とは異なります。
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観測所名 河川名
位置
(km)

ピーク流量（m3/S）
効果量
（m3/S）
②－①

ピーク水位(m)
効果量
(m)

②－①

①
対策実施前

②
検討する場＋治水対策

協議会対策実施後

①
対策実施前

②
検討する場＋治水対
策協議会対策実施後

柳瀬 川辺川 2..27 ３，４００ ３，４００ ０ ９．４ ９．２ －０．２

一武 球磨川 68.71 ３，３００ １，３００ －２，０００ ６．９ ３．９ －３．０

人吉 球磨川 62.17 ７，４００ ５，５００ －１，９００ ７．１ ５．１ －２．０

渡 ″ 52.64 ９，８００ ８，０００ －１，８００ １７．２ １４．５ －２．７

横石 ″ 12.77 １２，０００ １０，３００ －１，７００ １３．２ １１．７ －１．５
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※本資料の数値は「暫定値」であり、今後変更の可能性がある。

○ 「検討する場」で積み上げた対策を全て実施し、かつ「⑥遊水地」を実施した場合の流量及
び水位は、下記に示すとおり。



図（2） 対策案毎の流出解析結果図（R2.7洪水、検討する場実施後、検討する場＋遊水地実施後）
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：「ダムよら」+「協議会」（遊水地案）

：現況（氾濫戻し）

：「ダムよら」実施後

：現況（氾濫戻し）

：「ダムよら」実施後：実績放流量

：実績流入量

：「ダムよら」実施後

：「ダムよら」+「協議会」（遊水地案）

：現況（氾濫戻し）

：「ダムよら」実施後

：現況（氾濫戻し）

：「ダムよら」実施後

：「ダムよら」+「協議会」（遊水地案）

：現況（氾濫戻し）

：「ダムよら」実施後

：「ダムよら」+「協議会」（遊水地案）

：現況（氾濫戻し）

：「ダムよら」実施後

：「ダムよら」+「協議会」（遊水地案）

：現況（氾濫戻し）

：「ダムよら」実施後

：「ダムよら」+「協議会」（遊水地案）

：現況（氾濫戻し）

：「ダムよら」実施後
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※本資料の数値は「暫定値」であり、今後変更の可能性がある。

○ 「検討する場」で積み上げた対策を全て実施し、かつ「⑥遊水地」を実施した場合の流出解
析を実施。
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球磨川中流（１） 治水対策案の水位低減効果等縦断図 【⑥】

：計画堤防高(HWL+1.5m)

：計画高水位

：平均河床高（現況河道H31年）

：最深河床高（現況河道H31年）

：不等流計算水位(実施前)

：不等流計算水位(実施後)
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実施後計算流量(m3/s)
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※本資料の数値は「暫定値」であり、今後変更の可能性がある。

治水対策の効果について〔協議会の「⑥遊⽔地」の効果：⽔位：中流部１〕 65

○ 「検討する場」で積み上げた対策を全て実施し、かつ「⑥遊水地」を実施した場合の水位は、
下記に示すとおり。
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球磨川中流（２） 治水対策案の水位低減効果等縦断図 【⑥】

：計画堤防高(HWL+1.5m)

：計画高水位

：平均河床高（現況河道H31年）

：最深河床高（現況河道H31年）

：不等流計算水位(実施前)
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※本資料の数値は「暫定値」であり、今後変更の可能性がある。

治水対策の効果について〔協議会の「⑥遊⽔地」の効果：⽔位：中流部２〕 66

○ 「検討する場」で積み上げた対策を全て実施し、かつ「⑥遊水地」を実施した場合の水位は、
下記に示すとおり。
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球磨川人吉地区 治水対策案の水位低減効果等縦断図 【⑥】

：計画堤防高

：計画高水位

：平均河床高（R1.6測量）

：最深河床高（R1.6測量）

：現況堤防高（左岸）

：現況堤防高（右岸）

：不等流計算水位(実施前)

：不等流計算水位(実施後)

（T.P.m)

実施後計算流量(m3/s)
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治水対策の効果について〔協議会の「⑥遊⽔地」の効果：⽔位：⼈吉区間〕 67

※本資料の数値は「暫定値」であり、今後変更の可能性がある。

○ 「検討する場」で積み上げた対策を全て実施し、かつ「⑥遊水地」を実施した場合の水位は、
下記に示すとおり。
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球磨川上流 治水対策案の水位低減効果等縦断図 【⑥】

※本資料の数値は「暫定値」であり、今後変更の可能性がある。

治水対策の効果について〔協議会の「⑥遊⽔地」の効果：⽔位：上流部〕 68

○ 「検討する場」で積み上げた対策を全て実施し、かつ「⑥遊水地」を実施した場合の水位は、
下記に示すとおり。



治水対策の効果について〔協議会の「⑥遊⽔地」の効果：⽔位：川辺川〕 69

※本資料の数値は「暫定値」であり、今後変更の可能性がある。
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○ 「検討する場」で積み上げた対策を全て実施し、かつ「⑥遊水地」を実施した場合の水位は、
下記に示すとおり。



○協議会で検討中であった治水対策の組み合わせ１０案の対策の効果を算出するにあたり、
設定した条件は下記のとおり。（⑦市房ダム再開発を中心対策とする案）

治水対策の効果について〔協議会の組み合わせ１０案：「⑦市房ダム再開発」の効果検証の解析条件〕 70

項目 解析条件

水理計算手法 準二次元不等流計算法

対象区間
球磨川：0k000～91k800
川辺川：0k000～2k400

河道条件

実施前 現況河道（平成28年度～令和元年度測量河道ベース）

実施後

「検討する場」で積み上げた河道整備に加え、治水対策協議会で設定された引堤案を中心対策とする案
・中流部 ：堤防嵩上げ＋輪中堤、宅地かさ上げ等
・人吉地区 ：引堤（両岸）
・上流部 ：河道掘削等
・川辺川 ：引堤（両岸）

計算流量

対象洪水
令和2年7月洪水
（対策効果を確認するため、氾濫が発生しなかった場合を想定）

洪水調節
施設

実施前 市房ダム（現行操作ルール）

実施後
「検討する場」で積み上げた対策実施後に加え、治水対策協議会で設定されたダム再開発を考慮
・市房ダム（利水容量、堆砂容量活用＋嵩上げ：ルール変更）
・6遊水地

出発水位位置
球磨川：0k000
川辺川：0k000（球磨川本川）合流点（66k400）

出発水位
球磨川：TP.2.00m ⇒朔望平均満潮位＋⊿h（河川水と塩水の密度差）
川辺川：球磨川本川の合流点水位

粗度係数 検証粗度係数

球磨川中流部（流下型氾濫）のうち、比較的、直線部が連続する瀬戸石ダム上
流区間（29k0～36k2、約7.2kmにおいて湾曲部無し）については、洪水痕跡水位
の再現性等も踏まえ、堤内地の道路等も有効河積として取り扱うものとした。



20ｍ嵩上げ

71

今回（利水容量買い上げ・堆砂容量活用案＋嵩上げ案）

市房ダムを約20ｍ嵩上げし、かつ利水容量（かんがい
容量、発電容量）及び堆砂容量まで活用して、洪水調
節容量を約8,250万m3とする。

▼ 277.5m
第一期制限水位

（６月１１日～７月２１日）

第二期制限水位
（７月３１日～９月３０日）

▼270m

▽249m

堆砂容量

▽283m 洪水時満水位

▼ 277.5m

第一期制限水位
（６月１１日～７月２１日）

第二期制限水位
（７月３１日～９月３０日）

▼270m

▽249m

堆砂容量

▽283m 洪水時満水位

「検討する場」対策後
第一期： 1,830万m3 

第二期： 1,830万m3 

期別毎のルール変更

現行
第一期： 850万m3 

第二期：1,830万m3 

①堆砂容量部分の活用：510万m3

②20ｍ嵩上げによる増量：約4,230万m3

従来の洪水調節容量（第１期）：850万m3

①利水容量全量買い取り：2,660万m3

放流設備の新設

○市房ダムを約20m嵩上げし、かつ利水容量（かんがい容量、発電容量）及び堆砂容量まで
活用し、平常時は流水を貯留しない洪水調節専用ダムとして、合計約8,250万m3の洪水調
節容量を確保する。

放流設備新設

利水、堆砂容量活用

治水対策の効果について〔市房ダム再開発の概要〕 71



72

○市房ダムの調節は一定量放流方式とし、ダム再開発により確保した洪水調節容量を上限
に最大放流量を設定する。（治水対策協議会では140m3/sで設定）

治水対策の効果について〔市房ダム再開発の概要〕

洪水調節イメージ

洪水調節容量：約8,250万m3を最大限
活用できる様、最大放流量を下げる

市房ダム地点

72



凡 例

：河道掘削等

：引堤

：堤防嵩上げ

：輪中堤、 宅地のかさ上げ等

：ダム再開発

※組み合わせ案の理解を助けるためのイメージ図として示しており、対策箇所や範囲は実際に積み上げている箇所とは異なります。

73治水対策の効果について〔協議会の組み合わせ１０案：「⑦市房ダム再開発」の概要図〕 73



観測所名 河川名
位置
(km)

ピーク流量（m3/S）
効果量
（m3/S）
②－①

ピーク水位(m)
効果量
(m)

②－①

①
対策実施前

②
検討する場＋治水対策

協議会対策実施後

①
対策実施前

②
検討する場＋治水対
策協議会対策実施後

柳瀬 川辺川 2..27 ３，４００ ３，４００ ０ ９．４ ６．０ －３．４

一武 球磨川 68.71 ３，３００ ２，８００ －５００ ６．９ ５．６ －１．３

人吉 球磨川 62.17 ７，４００ ６，８００ －６００ ７．１ ５．１ －２．０

渡 ″ 52.64 ９，８００ ９，３００ －５００ １７．２ １６．５ －０．７

横石 ″ 12.77 １２，０００ １１，５００ －５００ １３．２ １２．７ －０．５
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※本資料の数値は「暫定値」であり、今後変更の可能性がある。

○ 「検討する場」で積み上げた対策を全て実施し、かつ「⑦市房ダム再開発」を実施した場合
の流量及び水位は、下記に示すとおり。
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：実績放流量

：実績流入量

：「ダムよら」+「協議会」（ダム再開発案）

：「ダムよら」実施後

：現況（氾濫戻し）

：「ダムよら」実施後

：現況（氾濫戻し）

：「ダムよら」実施後

：「ダムよら」+「協議会」

（ダム再開発案）

：現況（氾濫戻し）

：「ダムよら」実施後

：「ダムよら」+「協議会」

（ダム再開発案）

：現況（氾濫戻し）

：「ダムよら」実施後

：「ダムよら」+「協議会」

（ダム再開発案）

：現況（氾濫戻し）

：「ダムよら」実施後

：現況（氾濫戻し）

：「ダムよら」実施後

：「ダムよら」+「協議会」

（ダム再開発案）

：現況（氾濫戻し）

：「ダムよら」実施後

：「ダムよら」+「協議会」

（ダム再開発案）

：現況（氾濫戻し）

：「ダムよら」実施後

：「ダムよら」+「協議会」

（ダム再開発案）

図（3） 対策案毎の流出解析結果図（R2.7洪水、検討する場実施後、検討する場＋市房ダム再開発実施後）
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※本資料の数値は「暫定値」であり、今後変更の可能性がある。

○ 「検討する場」で積み上げた対策を全て実施し、かつ「⑦市房ダム再開発」を実施した場合
の流出解析を実施。
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球磨川中流（１） 治水対策案の水位低減効果等縦断図 【⑦】

：計画堤防高(HWL+1.5m)

：計画高水位
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※本資料の数値は「暫定値」であり、今後変更の可能性がある。

治水対策の効果について〔協議会の「⑦市房ダム再開発」の効果：⽔位：中流部１〕76
○ 「検討する場」で積み上げた対策を全て実施し、かつ「⑦市房ダム再開発」を実施した場合

の水位は、下記に示すとおり。
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球磨川中流（２） 治水対策案の水位低減効果等縦断図 【⑦】

：計画堤防高(HWL+1.5m)

：計画高水位
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※本資料の数値は「暫定値」であり、今後変更の可能性がある。

治水対策の効果について〔協議会の「⑦市房ダム再開発」の効果：⽔位：中流部２〕77
○ 「検討する場」で積み上げた対策を全て実施し、かつ「⑦市房ダム再開発」を実施した場合

の水位は、下記に示すとおり。
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球磨川人吉地区 治水対策案の水位低減効果等縦断図 【⑦】

：計画堤防高

：計画高水位

：平均河床高（R1.6測量）

：最深河床高（R1.6測量）

：現況堤防高（左岸）
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治水対策の効果について〔協議会の「⑦市房ダム再開発」の効果：⽔位：⼈吉区間〕78

※本資料の数値は「暫定値」であり、今後変更の可能性がある。

○ 「検討する場」で積み上げた対策を全て実施し、かつ「⑦市房ダム再開発」を実施した場合
の水位は、下記に示すとおり。
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球磨川上流 治水対策案の水位低減効果等縦断図 【⑦】

※本資料の数値は「暫定値」であり、今後変更の可能性がある。

治水対策の効果について〔協議会の「⑦市房ダム再開発」の効果：⽔位：上流部〕 79

○ 「検討する場」で積み上げた対策を全て実施し、かつ「⑦市房ダム再開発」を実施した場合
の水位は、下記に示すとおり。



治水対策の効果について〔協議会の「⑦市房ダム再開発」の効果：⽔位：川辺川〕 80

※本資料の数値は「暫定値」であり、今後変更の可能性がある。

←

標
高

（T.P.m）

距離標（km）→

○ 「検討する場」で積み上げた対策を全て実施し、かつ「⑦市房ダム再開発」を実施した場合
の水位は、下記に示すとおり。



○協議会で検討中であった治水対策の組み合わせ１０案の対策の効果を算出するにあたり、
設定した条件は下記のとおり。（⑧市房ダム再開発を中心対策とする案）

治水対策の効果について〔協議会の組み合わせ１０案：「⑧市房ダム再開発」の効果検証の解析条件〕 81

項目 解析条件

水理計算手法 準二次元不等流計算法

対象区間
球磨川：0k000～91k800
川辺川：0k000～2k400

河道条件

実施前 現況河道（平成28年度～令和元年度測量河道ベース）

実施後

「検討する場」で積み上げた河道整備に加え、治水対策協議会で設定された引堤案を中心対策とする案
・中流部 ：堤防嵩上げ＋輪中堤、宅地かさ上げ等
・人吉地区 ：堤防嵩上げ
・上流部 ：河道掘削等
・川辺川 ：堤防嵩上げ

計算流量

対象洪水
令和2年7月洪水
（対策効果を確認するため、氾濫が発生しなかった場合を想定）

洪水調節
施設

実施前 市房ダム（現行操作ルール）

実施後
「検討する場」で積み上げた対策実施後に加え、治水対策協議会で設定されたダム再開発を考慮
・市房ダム（利水容量、堆砂容量活用＋嵩上げ：ルール変更）
・6遊水地

出発水位位置
球磨川：0k000
川辺川：0k000（球磨川本川）合流点（66k400）

出発水位
球磨川：TP.2.00m ⇒朔望平均満潮位＋⊿h（河川水と塩水の密度差）
川辺川：球磨川本川の合流点水位

粗度係数 検証粗度係数

球磨川中流部（流下型氾濫）のうち、比較的、直線部が連続する瀬戸石ダム上
流区間（29k0～36k2、約7.2kmにおいて湾曲部無し）については、洪水痕跡水位
の再現性等も踏まえ、堤内地の道路等も有効河積として取り扱うものとした。



20ｍ嵩上げ

82

今回（利水容量買い上げ・堆砂容量活用案＋嵩上げ案）

市房ダムを約20ｍ嵩上げし、かつ利水容量（かんがい
容量、発電容量）及び堆砂容量まで活用して、洪水調
節容量を約8,250万m3とする。

▼ 277.5m
第一期制限水位

（６月１１日～７月２１日）

第二期制限水位
（７月３１日～９月３０日）

▼270m

▽249m

堆砂容量

▽283m 洪水時満水位

▼ 277.5m

第一期制限水位
（６月１１日～７月２１日）

第二期制限水位
（７月３１日～９月３０日）

▼270m

▽249m

堆砂容量

▽283m 洪水時満水位

「検討する場」対策後
第一期： 1,830万m3 

第二期： 1,830万m3 

期別毎のルール変更

現行
第一期： 850万m3 

第二期：1,830万m3 

①堆砂容量部分の活用：510万m3

②20ｍ嵩上げによる増量：約4,230万m3

従来の洪水調節容量（第１期）：850万m3

①利水容量全量買い取り：2,660万m3

放流設備の新設

○市房ダムを約20m嵩上げし、かつ利水容量（かんがい容量、発電容量）及び堆砂容量まで
活用し、平常時は流水を貯留しない洪水調節専用ダムとして、合計約8,250万m3の洪水調
節容量を確保する。

放流設備新設

利水、堆砂容量活用

治水対策の効果について〔市房ダム再開発の概要〕 82



83

○市房ダムの調節は一定量放流方式とし、ダム再開発により確保した洪水調節容量を上限
に最大放流量を設定する。（治水対策協議会では140m3/sで設定）

治水対策の効果について〔市房ダム再開発の概要〕

洪水調節イメージ

洪水調節容量：約8,250万m3を最大限
活用できる様、最大放流量を下げる

市房ダム地点

83



凡 例

：河道掘削等

：堤防嵩上げ

：輪中堤、 宅地のかさ上げ等

：ダム再開発

※組み合わせ案の理解を助けるためのイメージ図として示しており、対策箇所や範囲は実際に積み上げている箇所とは異なります。

84治水対策の効果について〔協議会の組み合わせ１０案：「⑧市房ダム再開発」の概要図〕 84



観測所名 河川名
位置
(km)

ピーク流量（m3/S）
効果量
（m3/S）
②－①

ピーク水位(m)
効果量
(m)

②－①

①
対策実施前

②
検討する場＋治水対策

協議会対策実施後

①
対策実施前

②
検討する場＋治水対
策協議会対策実施後

柳瀬 川辺川 2..27 ３，４００ ３，４００ ０ ９．４ ９．２ －０．２

一武 球磨川 68.71 ３，３００ ２，８００ －５００ ６．９ ５．６ －１．３

人吉 球磨川 62.17 ７，４００ ６，８００ －６００ ７．１ ６．１ －１．０

渡 ″ 52.64 ９，８００ ９，３００ －５００ １７．２ １６．３ －０．９

横石 ″ 12.77 １２，０００ １１，５００ －５００ １３．２ １２．７ －０．５

治水対策の効果について（協議会の組み合わせ１０案：「⑧市房ダム再開発」の効果） 85

※本資料の数値は「暫定値」であり、今後変更の可能性がある。

○ 「検討する場」で積み上げた対策を全て実施し、かつ「⑧市房ダム再開発」を実施した場合
の流量及び水位は、下記に示すとおり。



図（3） 対策案毎の流出解析結果図（R2.7洪水、検討する場実施後、検討する場＋市房ダム再開発実施後）
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：実績放流量

：実績流入量

：「ダムよら」+「協議会」（ダム再開発案）

：「ダムよら」実施後

：現況（氾濫戻し）

：「ダムよら」実施後

：現況（氾濫戻し）

：「ダムよら」実施後

：「ダムよら」+「協議会」

（ダム再開発案）

：現況（氾濫戻し）

：「ダムよら」実施後

：「ダムよら」+「協議会」

（ダム再開発案）

：現況（氾濫戻し）

：「ダムよら」実施後

：「ダムよら」+「協議会」

（ダム再開発案）

：現況（氾濫戻し）

：「ダムよら」実施後

：現況（氾濫戻し）

：「ダムよら」実施後

：「ダムよら」+「協議会」

（ダム再開発案）

：現況（氾濫戻し）

：「ダムよら」実施後

：「ダムよら」+「協議会」

（ダム再開発案）

：現況（氾濫戻し）

：「ダムよら」実施後

：「ダムよら」+「協議会」

（ダム再開発案）
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※本資料の数値は「暫定値」であり、今後変更の可能性がある。

○ 「検討する場」で積み上げた対策を全て実施し、かつ「⑧市房ダム再開発」を実施した場合
の流出解析を実施。
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球磨川中流（１） 治水対策案の水位低減効果等縦断図 【⑧】

：計画堤防高(HWL+1.5m)

：計画高水位

：平均河床高（現況河道H31年）

：最深河床高（現況河道H31年）

：不等流計算水位(実施前)

：不等流計算水位(実施後)

（T.P.m)

(撤去)

実施後計算流量(m3/s)

実施前計算流量(m3/s)

※本資料の数値は「暫定値」であり、今後変更の可能性がある。

治水対策の効果について〔協議会の「⑧市房ダム再開発」の効果：⽔位：中流部１〕87
○ 「検討する場」で積み上げた対策を全て実施し、かつ「⑧市房ダム再開発」を実施した場合

の水位は、下記に示すとおり。
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球磨川中流（２） 治水対策案の水位低減効果等縦断図 【⑧】

：計画堤防高(HWL+1.5m)

：計画高水位

：平均河床高（現況河道H31年）

：最深河床高（現況河道H31年）

：不等流計算水位(実施前)

：不等流計算水位(実施後)
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実施前計算流量(m3/s)

※本資料の数値は「暫定値」であり、今後変更の可能性がある。

治水対策の効果について〔協議会の「⑧市房ダム再開発」の効果：⽔位：中流部２〕88
○ 「検討する場」で積み上げた対策を全て実施し、かつ「⑧市房ダム再開発」を実施した場合

の水位は、下記に示すとおり。
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球磨川人吉地区 治水対策案の水位低減効果等縦断図 【⑧】

：計画堤防高

：計画高水位

：平均河床高（R1.6測量）

：最深河床高（R1.6測量）

：現況堤防高（左岸）

：現況堤防高（右岸）

：不等流計算水位(実施前)

：不等流計算水位(実施後)
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実施後計算流量(m3/s)

実施前計算流量(m3/s)

治水対策の効果について〔協議会の「⑧市房ダム再開発」の効果：⽔位：⼈吉区間〕89

※本資料の数値は「暫定値」であり、今後変更の可能性がある。

○ 「検討する場」で積み上げた対策を全て実施し、かつ「⑧市房ダム再開発」を実施した場合
の水位は、下記に示すとおり。
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球磨川上流 治水対策案の水位低減効果等縦断図 【⑧】

※本資料の数値は「暫定値」であり、今後変更の可能性がある。

治水対策の効果について〔協議会の「⑧市房ダム再開発」の効果：⽔位：上流部〕 90

○ 「検討する場」で積み上げた対策を全て実施し、かつ「⑧市房ダム再開発」を実施した場合
の水位は、下記に示すとおり。



治水対策の効果について〔協議会の「⑧市房ダム再開発」の効果：⽔位：川辺川〕 91

※本資料の数値は「暫定値」であり、今後変更の可能性がある。
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○ 「検討する場」で積み上げた対策を全て実施し、かつ「⑧市房ダム再開発」を実施した場合
の水位は、下記に示すとおり。



○協議会で検討中であった治水対策の組み合わせ１０案の対策の効果を算出するにあたり、
設定した条件は下記のとおり。（⑨放水路ルート１を中心対策とする案）

治水対策の効果について〔協議会の組み合わせ１０案：「⑨放⽔路ルート１」の効果検証の解析条件〕 92

項目 解析条件

水理計算手法 準二次元不等流計算法

対象区間
球磨川：0k000～91k800
川辺川：0k000～2k400

河道条件

実施前 現況河道（平成28年度～令和元年度測量河道ベース）

実施後

「検討する場」で積み上げた河道整備に加え、治水対策協議会で設定された引堤案を中心対策とする案
・中流部 ：堤防嵩上げ＋輪中堤、宅地かさ上げ等
・人吉地区 ：対策不要 （「検討する場」で積み上げた対策実施後）
・上流部 ：河道掘削等
・川辺川 ：対策不要 （「検討する場」で積み上げた対策実施後）

計算流量

対象洪水
令和2年7月洪水
（対策効果を確認するため、氾濫が発生しなかった場合を想定）

洪水調節
施設

実施前 市房ダム（現行操作ルール）

実施後

「検討する場」で積み上げた対策実施後に加え、治水対策協議会で設定されたダム再開発を考慮
・市房ダム（「検討する場」で積み上げた①操作の変更、②有効活用を考慮）
・6遊水地
・放水路（ルート1案）

出発水位位置
球磨川：0k000
川辺川：0k000（球磨川本川）合流点（66k400）

出発水位
球磨川：TP.2.00m ⇒朔望平均満潮位＋⊿h（河川水と塩水の密度差）
川辺川：球磨川本川の合流点水位

粗度係数 検証粗度係数

球磨川中流部（流下型氾濫）のうち、比較的、直線部が連続する瀬戸石ダム上
流区間（29k0～36k2、約7.2kmにおいて湾曲部無し）については、洪水痕跡水位
の再現性等も踏まえ、堤内地の道路等も有効河積として取り扱うものとした。
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○「検討する場｣で積み上げた対策実施後の河道において、河道水位が計画高
水位を超過する区間より上流側を放水路の呑口部とする。

放水路の考え方

必要調
節量

「検討する場」で積み上げた対策実施後の人吉地点流量
5,300m3/sに対し、「検討する場」で積み上げた対策実施後に
河道を流下可能な流量4,000m3/sに調節

放水路の
呑口部

必要調節量である1,300m3/s以上の調節が可能な区間を呑
口部の検討対象とする。
①川辺川 ②人吉地点～中島橋付近

放流部 本川下流、本川中流

流下能力が不足する割合
凡 例 （％）

：0～10
：10～20
：20～30
：30～40

吞口部検討対象区間
①川辺川

調節可能流量が
1,300m3/s未満
のため、吞口部
検討対象外区間

調節可能流量が
1,300m3/s未満
のため、吞口部
検討対象外区間

吞口部検討対象区間
②人吉地点～中島橋付近

治水対策の効果について〔放⽔路の概要〕 93



横石

市房ダム

人吉

川辺川上流部

本川（川辺川合流後）

ルート1案

94

○川辺川上流部から、本川の中・下流部に放水する案とし、放水路の延長が
最短となるルート（延長約15km）

：放水路呑口部地点

：呑口部検討対象区間
：調節可能流量が1,300m3/s未満

放水路敷高
TP+10m程度

放水路敷高
TP+140m程度

治水対策の効果について〔⑨放⽔路（ルート１）の概要〕 94



95

○下流の人吉地点において、放水路の呑口部での調節開始流量を決定し、最大調節量（最
大流入量－洪水調節開始流量）を流下させ得る放水路の施設規模を設定。

治水対策の効果について〔⑨放⽔路（ルート１）の概要〕

洪水調節イメージ

「最大流入量」－「洪水調節開始流量」が放水路で
の必要施設規模となる

放水路地点

洪水調節開始流量 1,000m3/s

最大流入量

95



凡 例

：河道掘削等

：堤防嵩上げ

：放水路

：輪中堤、 宅地のかさ上げ等

※組み合わせ案の理解を助けるためのイメージ図として示しており、対策箇所や範囲は実際に積み上げている箇所とは異なります。

五木村
川辺川

球磨川

市房ダム

井手山堰

球
磨
川
第
2
橋
梁

遙
拝
堰

柳瀬橋

下流部

直轄管理区間

県管理区間
下流部

県管理区間
上流部

人吉地区

八代市

球磨村

人吉市

多良木町

水上村

96治水対策の効果について〔協議会の組み合わせ１０案：「⑨放⽔路ルート１」の概要図〕 96



観測所名 河川名
位置
(km)

ピーク流量（m3/S）
効果量
（m3/S）
②－①

ピーク水位(m)
効果量
(m)

②－①

①
対策実施前

②
検討する場＋治水対策

協議会対策実施後

①
対策実施前

②
検討する場＋治水対
策協議会対策実施後

柳瀬 川辺川 2..27 ３，４００ ２，１００ －１，３００ ９．４ ７．３ －２．１

一武 球磨川 68.71 ３，３００ ３，１００ －２００ ６．９ ５．４ －１．５

人吉 球磨川 62.17 ７，４００ ５，８００ －１，６００ ７．１ ５．３ －１．８

渡 ″ 52.64 ９，８００ ８，２００ －１，６００ １７．２ １４．８ －２．４

横石 ″ 12.77 １２，０００ １１，７００ －３００ １３．２ １２．８ －０．４

治水対策の効果について（協議会の組み合わせ１０案：「⑨放水路ルート１」の効果） 97

※本資料の数値は「暫定値」であり、今後変更の可能性がある。

○ 「検討する場」で積み上げた対策を全て実施し、かつ「⑨放水路ルート１」を実施した場合の
流量及び水位は、下記に示すとおり。
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：実績放流量

：実績流入量

：「ダムよら」実施後

：現況（氾濫戻し）

：「ダムよら」実施後

：「ダムよら」+「協議会」

（放水路案ルート1）

：現況（氾濫戻し）

：「ダムよら」実施後

：現況（氾濫戻し）

：「ダムよら」実施後

：現況（氾濫戻し）

：「ダムよら」実施後

：「ダムよら」+「協議会」

（放水路案ルート1）

：現況（氾濫戻し）

：「ダムよら」実施後

：「ダムよら」+「協議会」

（放水路案ルート1）

：現況（氾濫戻し）

：「ダムよら」実施後

：「ダムよら」+「協議会」

（放水路案ルート1）

：現況（氾濫戻し）

：「ダムよら」実施後

：「ダムよら」+「協議会」

（放水路案ルート1）

：現況（氾濫戻し）

：「ダムよら」実施後

図（4） 対策案毎の流出解析結果図（R2.7洪水、検討する場実施後、検討する場＋放水路案（ルート１）実施後）
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※本資料の数値は「暫定値」であり、今後変更の可能性がある。

○ 「検討する場」で積み上げた対策を全て実施し、かつ「⑨放水路ルート１」を実施した場合の
流出解析を実施。
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球磨川中流（１） 治水対策案の水位低減効果等縦断図 【⑨】

：計画堤防高(HWL+1.5m)

：計画高水位

：平均河床高（現況河道H31年）

：最深河床高（現況河道H31年）

：不等流計算水位(実施前)

：不等流計算水位(実施後)

（T.P.m)

(撤去)

実施後計算流量(m3/s)

実施前計算流量(m3/s)

※本資料の数値は「暫定値」であり、今後変更の可能性がある。

治水対策の効果について〔協議会の「⑨放⽔路（ルート１）」の効果：⽔位：中流部１〕 99

○ 「検討する場」で積み上げた対策を全て実施し、かつ「⑨放水路ルート１」を実施した場合の
水位は、下記に示すとおり。
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球磨川中流（２） 治水対策案の水位低減効果等縦断図 【⑨】

：計画堤防高(HWL+1.5m)

：計画高水位

：平均河床高（現況河道H31年）

：最深河床高（現況河道H31年）

：不等流計算水位(実施前)

：不等流計算水位(実施後)

（T.P.m)

実施後計算流量(m3/s)

実施前計算流量(m3/s)

※本資料の数値は「暫定値」であり、今後変更の可能性がある。

治水対策の効果について〔協議会の「⑨放⽔路（ルート１）」の効果：⽔位：中流部２〕100

○ 「検討する場」で積み上げた対策を全て実施し、かつ「⑨放水路ルート１」を実施した場合の
水位は、下記に示すとおり。
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球磨川人吉地区 治水対策案の水位低減効果等縦断図 【⑨】

：計画堤防高

：計画高水位

：平均河床高（R1.6測量）

：最深河床高（R1.6測量）

：現況堤防高（左岸）

：現況堤防高（右岸）

：不等流計算水位(実施前)

：不等流計算水位(実施後)

（T.P.m)

実施後計算流量(m3/s)

実施前計算流量(m3/s)

治水対策の効果について〔協議会の「⑨放⽔路（ルート１）」の効果：⽔位：⼈吉区間〕101

※本資料の数値は「暫定値」であり、今後変更の可能性がある。

○ 「検討する場」で積み上げた対策を全て実施し、かつ「⑨放水路ルート１」を実施した場合の
水位は、下記に示すとおり。
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：現況堤防高（左岸H31）

：現況堤防高（右岸H31）

：不等流計算水位(実施前)
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球磨川上流 治水対策案の水位低減効果等縦断図 【⑨】

※本資料の数値は「暫定値」であり、今後変更の可能性がある。

治水対策の効果について〔協議会の「⑨放⽔路（ルート１）」の効果：⽔位：上流部〕 102

○ 「検討する場」で積み上げた対策を全て実施し、かつ「⑨放水路ルート１」を実施した場合の
水位は、下記に示すとおり。



治水対策の効果について〔協議会の「⑨放⽔路（ルート１）」の効果：⽔位：川辺川〕 103

※本資料の数値は「暫定値」であり、今後変更の可能性がある。
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○ 「検討する場」で積み上げた対策を全て実施し、かつ「⑨放水路ルート１」を実施した場合の
水位は、下記に示すとおり。



○協議会で検討中であった治水対策の組み合わせ１０案の対策の効果を算出するにあたり、
設定した条件は下記のとおり。（⑩放水路ルート４を中心対策とする案）

治水対策の効果について〔協議会の組み合わせ１０案：「⑩放⽔路ルート４」の効果検証の解析条件〕104

項目 解析条件

水理計算手法 準二次元不等流計算法

対象区間
球磨川：0k000～91k800
川辺川：0k000～2k400

河道条件

実施前 現況河道（平成28年度～令和元年度測量河道ベース）

実施後

「検討する場」で積み上げた河道整備に加え、治水対策協議会で設定された引堤案を中心対策とする案
・中流部 ：対策不要 （「検討する場」で積み上げた対策実施後）
・人吉地区 ：対策不要 （「検討する場」で積み上げた対策実施後）
・上流部 ：河道掘削等
・川辺川 ：対策不要 （「検討する場」で積み上げた対策実施後）

計算流量

対象洪水
令和2年7月洪水
（対策効果を確認するため、氾濫が発生しなかった場合を想定）

洪水調節
施設

実施前 市房ダム（現行操作ルール）

実施後

「検討する場」で積み上げた対策実施後に加え、治水対策協議会で設定されたダム再開発を考慮
・市房ダム（「検討する場」で積み上げた①操作の変更、②有効活用を考慮）
・6遊水地
・放水路（ルート4案）

出発水位位置
球磨川：0k000
川辺川：0k000（球磨川本川）合流点（66k400）

出発水位
球磨川：TP.2.00m ⇒朔望平均満潮位＋⊿h（河川水と塩水の密度差）
川辺川：球磨川本川の合流点水位

粗度係数 検証粗度係数

球磨川中流部（流下型氾濫）のうち、比較的、直線部が連続する瀬戸石ダム上
流区間（29k0～36k2、約7.2kmにおいて湾曲部無し）については、洪水痕跡水位
の再現性等も踏まえ、堤内地の道路等も有効河積として取り扱うものとした。



105

○「検討する場｣で積み上げた対策実施後の河道において、河道水位が計画高
水位を超過する区間より上流側を放水路の呑口部とする。

放水路の考え方

必要調
節量

「検討する場」で積み上げた対策実施後の人吉地点流量
5,300m3/sに対し、「検討する場」で積み上げた対策実施後に
河道を流下可能な流量4,000m3/sに調節

放水路の
呑口部

必要調節量である1,300m3/s以上の調節が可能な区間を呑
口部の検討対象とする。
①川辺川 ②人吉地点～中島橋付近

放流部 本川下流、本川中流

流下能力が不足する割合
凡 例 （％）

：0～10
：10～20
：20～30
：30～40

吞口部検討対象区間
①川辺川

調節可能流量が
1,300m3/s未満
のため、吞口部
検討対象外区間

調節可能流量が
1,300m3/s未満
のため、吞口部
検討対象外区間

吞口部検討対象区間
②人吉地点～中島橋付近

治水対策の効果について〔放⽔路の概要〕 105



横石

市房ダム

人吉

川辺川上流部

本川（川辺川合流後）

ルート4案

106

○放水路下流側への影響を考慮し、川辺川上流部から八代海へ放水するルー
ト（延長約25km）

：放水路呑口部地点

：呑口部検討対象区間
：調節可能流量が1,300m3/s未満

放水路敷高
TP+10m程度

放水路敷高
TP+140m程度

治水対策の効果について〔⑩放⽔路（ルート４）の概要〕 106



107

○下流の人吉地点において、放水路の呑口部での調節開始流量を決定し、最大調節量（最
大流入量－洪水調節開始流量）を流下させ得る放水路の施設規模を設定。

治水対策の効果について〔⑩放⽔路（ルート４）の概要〕

洪水調節イメージ

「最大流入量」－「洪水調節開始流量」が放水路で
の必要施設規模となる

放水路地点

洪水調節開始流量 1,000m3/s

最大流入量

107



凡 例

：河道掘削等

：放水路

※組み合わせ案の理解を助けるためのイメージ図として示しており、対策箇所や範囲は実際に積み上げている箇所とは異なります。

五木村

108治水対策の効果について〔協議会の組み合わせ１０案：「⑩放⽔路ルート４」の概要図〕108



観測所名 河川名
位置
(km)

ピーク流量（m3/S）
効果量
（m3/S）
②－①

ピーク水位(m)
効果量
(m)

②－①

①
対策実施前

②
検討する場＋治水対策

協議会対策実施後

①
対策実施前

②
検討する場＋治水対
策協議会対策実施後

柳瀬 川辺川 2..27 ３，４００ ２，１００ －１，３００ ９．４ ７．３ －２．１

一武 球磨川 68.71 ３，３００ ３，１００ －２００ ６．９ ５．４ －１．５

人吉 球磨川 62.17 ７，４００ ５，８００ －１，６００ ７．１ ５．３ －１．８

渡 ″ 52.64 ９，８００ ８，２００ －１，６００ １７．２ １４．８ －２．４

横石 ″ 12.77 １２，０００ １０，６００ －１，４００ １３．２ １２．０ －１．２

治水対策の効果について（協議会の組み合わせ１０案：「⑩放水路ルート４」の効果） 109

※本資料の数値は「暫定値」であり、今後変更の可能性がある。

○ 「検討する場」で積み上げた対策を全て実施し、かつ「⑩放水路ルート４」を実施した場合の
流量及び水位は、下記に示すとおり。
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：実績放流量

：実績流入量

：「ダムよら」実施後

：現況（氾濫戻し）

：「ダムよら」実施後

：「ダムよら」+「協議会」

（放水路案ルート4）

：現況（氾濫戻し）

：「ダムよら」実施後

：現況（氾濫戻し）

：「ダムよら」実施後

：現況（氾濫戻し）

：「ダムよら」実施後

：「ダムよら」+「協議会」

（放水路案ルート4）

：現況（氾濫戻し）

：「ダムよら」実施後
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（放水路案ルート4）

：現況（氾濫戻し）

：「ダムよら」実施後

：「ダムよら」+「協議会」

（放水路案ルート4）

：現況（氾濫戻し）

：「ダムよら」実施後

：「ダムよら」+「協議会」

（放水路案ルート4）

：現況（氾濫戻し）

：「ダムよら」実施後

図（5） 対策案毎の流出解析結果図（R2.7洪水、検討する場実施後、検討する場＋放水路案（ルート４）実施後）

治水対策の効果について（協議会の組み合わせ１０案：「⑩放水路ルート４」の効果） 110

※本資料の数値は「暫定値」であり、今後変更の可能性がある。

○ 「検討する場」で積み上げた対策を全て実施し、かつ「⑩放水路ルート４」を実施した場合の
流出解析を実施。
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球磨川中流（１） 治水対策案の水位低減効果等縦断図 【⑩】

：計画堤防高(HWL+1.5m)

：計画高水位

：平均河床高（現況河道H31年）

：最深河床高（現況河道H31年）

：不等流計算水位(実施前)

：不等流計算水位(実施後)

（T.P.m)

(撤去)

実施後計算流量(m3/s)

実施前計算流量(m3/s)

※本資料の数値は「暫定値」であり、今後変更の可能性がある。

治水対策の効果について〔協議会の「⑩放⽔路（ルート４）」の効果：⽔位：中流部１〕 111

○ 「検討する場」で積み上げた対策を全て実施し、かつ「⑩放水路ルート４」を実施した場合の
水位は、下記に示すとおり。
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球磨川中流（２） 治水対策案の水位低減効果等縦断図 【⑩】

：計画堤防高(HWL+1.5m)

：計画高水位

：平均河床高（現況河道H31年）

：最深河床高（現況河道H31年）

：不等流計算水位(実施前)

：不等流計算水位(実施後)

（T.P.m)

実施後計算流量(m3/s)

実施前計算流量(m3/s)

※本資料の数値は「暫定値」であり、今後変更の可能性がある。

治水対策の効果について〔協議会の「⑩放⽔路（ルート４）」の効果：⽔位：中流部２〕 112

○ 「検討する場」で積み上げた対策を全て実施し、かつ「⑩放水路ルート４」を実施した場合の
水位は、下記に示すとおり。
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球磨川人吉地区 治水対策案の水位低減効果等縦断図 【⑩】

：計画堤防高

：計画高水位

：平均河床高（R1.6測量）

：最深河床高（R1.6測量）

：現況堤防高（左岸）

：現況堤防高（右岸）

：不等流計算水位(実施前)

：不等流計算水位(実施後)

（T.P.m)

実施後計算流量(m3/s)

実施前計算流量(m3/s)

治水対策の効果について〔協議会の「⑩放⽔路（ルート４）」の効果：⽔位：⼈吉区間〕 113

※本資料の数値は「暫定値」であり、今後変更の可能性がある。

○ 「検討する場」で積み上げた対策を全て実施し、かつ「⑩放水路ルート４」を実施した場合の
水位は、下記に示すとおり。
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：不等流計算水位(実施後)

（T.P.m)

実施後計算流量(m3/s)

実施前計算流量(m3/s)
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：平均河床高（現況河道H31年）

：最深河床高（現況河道H31年）

：現況堤防高（左岸H31）

：現況堤防高（右岸H31）

：不等流計算水位(実施前)

：不等流計算水位(実施後)

（T.P.m)

実施後計算流量(m3/s)

実施前計算流量(m3/s)

球磨川上流 治水対策案の水位低減効果等縦断図 【⑩】

※本資料の数値は「暫定値」であり、今後変更の可能性がある。

治水対策の効果について〔協議会の「⑩放⽔路（ルート４）」の効果：⽔位：上流部〕 114

○ 「検討する場」で積み上げた対策を全て実施し、かつ「⑩放水路ルート４」を実施した場合の
水位は、下記に示すとおり。



治水対策の効果について〔協議会の「⑩放⽔路（ルート４）」の効果：⽔位：川辺川〕 115

※本資料の数値は「暫定値」であり、今後変更の可能性がある。

←

標
高

（T.P.m）

距離標（km）→

○ 「検討する場」で積み上げた対策を全て実施し、かつ「⑩放水路ルート４」を実施した場合の
水位は、下記に示すとおり。



○検討する場＋川辺川ダム対策の効果を算出するにあたり、設定した条件は下記のとおり。

治水対策の効果について〔検討する場＋川辺川ダムの効果検証の解析条件〕 116

項目 解析条件

水理計算手法 準二次元不等流計算法

対象区間
球磨川：0k000～91k800
川辺川：0k000～2k400

河道条件

実施前 現況河道（平成28年度～令和元年度測量河道ベース）

実施後 「検討する場」で積み上げた対策内容を反映

計算流量

対象洪水
令和2年7月洪水
（対策効果を確認するため、氾濫が発生しなかった場合を想定）

洪水調節
施設

実施前 市房ダム（現行操作ルール）

実施後
・市房ダム（①操作の変更、②有効活用を考慮）
・6遊水地
・川辺川ダム（基本方針操作ルール）

出発水位位置
球磨川：0k000
川辺川：0k000（球磨川本川）合流点（66k400）

出発水位
球磨川：TP.2.00m ⇒朔望平均満潮位＋⊿h（河川水と塩水の密度差）
川辺川：球磨川本川の合流点水位

粗度係数 検証粗度係数

球磨川中流部（流下型氾濫）のうち、比較的、直線部が連続する瀬戸石ダム上
流区間（29k0～36k2、約7.2kmにおいて湾曲部無し）については、洪水痕跡水位
の再現性等も踏まえ、堤内地の道路等も有効河積として取り扱うものとした。



○ 「検討する場」で積み上げた対策を全て実施し、かつ川辺川ダムが存在した場合の流量及
び水位は、下記に示すとおり。

観測所名 河川名
位置
(km)

ピーク流量（m3/S）
効果量
（m3/S）
②－①

ピーク水位(m)
効果量
(m)

②－①

①
対策実施前

②
検討する場＋治水対策

協議会対策実施後

①
対策実施前

②
検討する場＋治水対
策協議会対策実施後

柳瀬 川辺川 2..27 ３，４００ １，３００ －２，１００ ９．４ ６．２ －３．２

一武 球磨川 68.71 ３，３００ ３，１００ －２００ ６．９ ５．３ －１．６

人吉 球磨川 62.17 ７，４００ ４，５００ －２，９００ ７．１ ４．５ －２．６

渡 ″ 52.64 ９，８００ ６，９００ －２，９００ １７．２ １３．０ －４．２

横石 ″ 12.77 １２，０００ ９，９００ －２，１００ １３．２ １１．４ －１．８

治水対策の効果について（検討する場＋川辺川ダムの効果） 117

※本資料の数値は「暫定値」であり、今後変更の可能性がある。



○ 「検討する場」で積み上げた対策を全て実施し、かつ川辺川ダムが存在した場合の流出解
析を実施。

図 対策案毎の流出解析結果図（R2.7洪水、検討する場実施後、検討する場＋川辺川ダム実施後）

治水対策の効果について（検討する場＋川辺川ダムの効果） 118

※本資料の数値は「暫定値」であり、今後変更の可能性がある。
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球磨川中流（１） 治水対策案の水位低減効果等縦断図 【⑪】

：計画堤防高(HWL+1.5m)

：計画高水位

：平均河床高（現況河道H31年）

：最深河床高（現況河道H31年）

：不等流計算水位(実施前)

：不等流計算水位(実施後)

（T.P.m)

(撤去)

実施後計算流量(m3/s)

実施前計算流量(m3/s)

治水対策の効果について〔「検討する場」で積み上げた対策（全メニュー）＋川辺川ダムの効果：⽔位：中流部１〕

※本資料の数値は「暫定値」であり、今後変更の可能性がある。

119

○ 「検討する場」で積み上げた対策を全て実施し、かつ川辺川ダムが存在した場合の水位は、
下記に示すとおり。
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球磨川中流（２） 治水対策案の水位低減効果等縦断図 【⑪】

：計画堤防高(HWL+1.5m)

：計画高水位

：平均河床高（現況河道H31年）

：最深河床高（現況河道H31年）

：不等流計算水位(実施前)

：不等流計算水位(実施後)

（T.P.m)

実施後計算流量(m3/s)

実施前計算流量(m3/s)

治水対策の効果について〔「検討する場」で積み上げた対策（全メニュー）＋川辺川ダムの効果：⽔位：中流部２〕

※本資料の数値は「暫定値」であり、今後変更の可能性がある。
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渡〜⼈吉地区

○ 「検討する場」で積み上げた対策を全て実施し、かつ川辺川ダムが存在した場合の水位は、
下記に示すとおり。
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球磨川人吉地区 治水対策案の水位低減効果等縦断図 【⑪】

：計画堤防高

：計画高水位

：平均河床高（R1.6測量）

：最深河床高（R1.6測量）

：現況堤防高（左岸）

：現況堤防高（右岸）

：不等流計算水位(実施前)

：不等流計算水位(実施後)

（T.P.m)

実施後計算流量(m3/s)

実施前計算流量(m3/s)

治水対策の効果について〔「検討する場」で積み上げた対策（全メニュー）＋川辺川ダムの効果：⽔位：⼈吉区間〕121

○ 「検討する場」で積み上げた対策を全て実施し、かつ川辺川ダムが存在した場合の水位は、
下記に示すとおり。

※本資料の数値は「暫定値」であり、今後変更の可能性がある。
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：不等流計算水位(実施前)

：不等流計算水位(実施後)
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球磨川上流 治水対策案の水位低減効果等縦断図 【⑪】

治水対策の効果について〔「検討する場」で積み上げた対策（全メニュー）＋川辺川ダムの効果：⽔位：上流部〕

※本資料の数値は「暫定値」であり、今後変更の可能性がある。
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○ 「検討する場」で積み上げた対策を全て実施し、かつ川辺川ダムが存在した場合の水位は、
下記に示すとおり。



※本資料の数値は「暫定値」であり、今後変更の可能性がある。
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治水対策の効果について〔「検討する場」で積み上げた対策（全メニュー）＋川辺川ダムの効果：⽔位：川辺川〕 123

○ 「検討する場」で積み上げた対策を全て実施し、かつ川辺川ダムが存在した場合の水位は、
下記に示すとおり。


